












いる人々がいる。「在日外国人」である。法務省によると、「平成 30 年 6 月末の在留外


























































































































たい。2014 年 11 月 1 日に合同避難訓練「国見地区・三条中学校合同指定避難所立ち上





















2018 年 7 月 8 日、東京都杉並区にある A 中学校にて開催された防災イベント「Safe 
City Suginami Project 〜みんなで作ろう防災の繋がり」に参加した。参加者は A 中学
校の生徒約 20 人と杉並区と関わりのある外国人約 10 人、主催側のコーディネーターや
通訳者が合わせて 15 名程度であった。参加者は 6 グループに分けられ、各グループ 7
人程度で構成された。グループ構成は、中学生 3 人・外国人 1、2 人であり、そこにコー
ディネーターや通訳者が加わる形式だった。
イベントは 3 部構成であり、第 1 部のトークセッションでは、クイズ形式で参加者が




い空間になっていたようにも思う。その要因は主に 3 つある。まず 1 つ目に、グルー




































蘇生法と AED の 3 つであった。防災講座では、防災に関する知識をクイズ形式で学び
（図 2）、あんしんかんツアーでは、地震体験・消火訓練・煙体験を行い、心肺蘇生法と
AED では、応急手当ての基本的な動作や必要な知識を、AED と訓練用模擬人体モデル



























































































































































まず活動の参加者について述べる。活動は都内にある某大学の学部生 2 名（ N さ




いる。日本語非母語話者の J さんと T さんは本学の日本語教育学内実習で筆者が担当
したコース（日本語中上級者を対象にしたクラス）に参加した学習者であり、J さん
（台湾出身）は日本に来て既に 2 年弱経過している。T さんは日本には約 4 ヶ月前に来
たばかりだが、出身地である上海で 1 年程度日本語を学習していた。
次に活動内容について述べていく。活動は 2 回に分けて行い、1 回目の活動で池袋防
災館へ行き、活動参加者には防災体験ツアー（煙体験、地震体験、防災シアター、消火






































































場面 1 は表 2 の活動内容の概要で表した⑤東京で大地震が起きた際の心配事や不安に
ついてのディスカションの冒頭部分である。参加者には東京で大地震が起きた時に不安
なことを個人でポストイットに列挙してもらい、それをもとにディスカッションした。
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話者 2 名、そしてファシリテーターである筆者を含む 5 名である。
活動で得られた対話データ等を分析した結果、対話的問題提起学習はコミュニケーション
能力を養い、新たな気づきを得ながら自分の認識を変容させることができるもの（特に日本
語母語話者の意識変容）であることが分かった。つまり、日本人と在日外国人が対話的問題
提起学習を行うことで、同じ「社会の一員」として近づくことができるのである。地域の日
本語教室は教室型であることが少なくないので、今後より多くの日本語教室が対話の重要性
について気づくと共に、日本語教室以外の場でも在日外国人が日本人と対話できる場や環境
を整えることが重要であると結論付ける。
